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Ⅰ 緒 言

蛙腓 腹筋に200～400気 圧の圧 を 加 へ ると

筋は短縮 し,圧 を旧に復す る と弛緩す る.又

閾下圧 の下 です ら電気刺戟に対 する興奮性 の

亢進 が現はれた.18) 19)

斯様 に圧迫 され ると筋に興奮 の現 るのは,

圧に よつて筋形質膜の イオン透輝性が亢進す

るのに基 くものではなか らうか.此 のイオン

透過性の変化を検す るイオンの代表 としてK

を撰 び,加 圧 筋か らのKの 遊離状況を調べ る

ことに した.そ れは他方1911年Macallum12)

の記載以来,筋 の短縮過程にKは 重要な役 目

を司ると見 られ るので,加 圧に よる筋か らの
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Kの 遊離状態 の観察は筋に対す る圧の刺戟作

用を検討す る上に興味 ある事 と考へ る.そ こ

で骨骼筋を圧迫 した時 のKの 遊離状況を電気

刺戟の場合の夫 れ と比較 して,圧 刺戟 の本質

を窺お うとした.

Ⅰ 實 験 材 料

本 実 験 は11月 か ら翌 年2月 迄 の室 温

6°～18° に於 て 冬 眠 中の トノサ マ蛙(Rana 

nigromaculata)の 腓復筋及 び縫工 筋に就 て行

つた.使 用 したRinger氏 液(以 下B氏 液 と

畧 す)の 組成 は,上食 塩0.65,塩 化 カ リウム

0.01,塩 化 カル シ ウム0.02,重 曹0.01,蒸 溜

加水100で あ るが,塩 化 カ リウムの濃 度 は特 に

正確を期 した.

Ⅱ 實 験 方 法

筋標本作成 に当 り腓腹筋に於 てはア ヒレス

腱 は中程で切断 し膝 関節附着部を切 り離 し;

縫工筋は損傷 しない様 に注意 して分離 し中枢

端は鋭利 な小刀で骨附着部 か ら切 り離 した.

標本を剔出後 附着 している血 液 ・淋巴液其他

を洗 い去 る為に多量 のR氏 液に浸 してお き,

剔出 して30～50分 後重量を測 定 して実 験 に

供 した.概 ね腓腹筋は1対 を,縫 工 筋は2対

を用ひ,同 じ動物 の1側 を刺戟,反 対側を対

照実験 とし,各3cc.のR氏 液中に入れ実験終

了,後その2cc.を 取つてKの 定 量を行 つた.

尚 ボンベか ら取 り出 した筋は夫 々重量を測定

し,筋 の長 さを測 り且つ短縮 の認 め られた場

合には 電 気 刺 戟 を行 つて反応す るか否かを

確 めた.

Kaliumの 定量 に はClamelの 方法8)11)を

用ひ筋を入れたR氏 液3c.c.中 か ら2c.c.を 沈

澱管 に取つ て定量に 用 ひそれか ら3c.c.中 に

遊離 したK量 を求 めた.

筋の重量 の測定 は化学天秤を用ひて出来 る

丈正確 に行った.初 めは蒸発に よる筋重量 の

減少を恐れ て,,小 型 の秤量瓶に少量のR氏 液

を入れ て重量を測定 してお き濾紙で附着 した

液を吸 ひ取 つた筋を入れ て増加 した重量を以

つて筋 の重量 としていたが, R氏 液を用ひな

いで水分を拭 つた筋を直接 測つた場合に も測

定中の 重 量 の減 少は共 に1mg以 下であつ た

ので,R氏 液は用ひないで可及的速かに測定

を終了す る様 に した.

筋の長 さを測定す るにはガ ラス板上に延 ば

して両 脚コンパスを用ひた.同 じ蛙 の左右 には

認 むべ き差がなかったので,実 験終 了後対照

のそれ と被刺戟 筋のそれ とを測定 して記 した.

Ⅳ 實 験 成 績

A 予備実験

静止筋肉 のK遊 離の時間的経過

試験管に2c. c. R氏 液を取 り左右 の脚 か ら

取 つた筋を別 々に入れ所定時間後に取出 し,

次 の試験管に入れ之を繰返 して行った.筋 を

取 出 した試験管はその ま 定ゝ量に供 した.そ

の成績は第1表 に示 した.表 中の遊離K量 は

その時間内に遊離 した量 で100gの 筋に換算

した ものである. 20～21時 間後迄調べた4例

の平均は腓腹筋では59.4mg縫 工 筋では144.7

mgで あ り,筋K量 を100gに っ き340mg2)_??_)13)

とす ると約20時 間に全K量 の腓腹筋は18%

縫工筋は43%を 失 ふ事 とな る.次 に第3例

以下 の5例 に就 て見 る と,最 初の60分 間 に

失ふK量 の平 均 は腓腹筋では8.5mgで あ り

縫工 筋では25.9mgで ある.而 して之等は筋

の全K量 に対 しては夫 々2.5%及 び7.6%の

喪失 となる.之 等 の個 々の例に就 て見 ると遊

離K量 には非常に差があ り,少 ないものは多

い もの ゝ半分 に も及ばない ものが有 るが(同

名 の筋に於 て),然 しなが ら同一蛙 の同名 の筋

の左右 を比 べる とそれ程 の違ひはない.次 に

行つた実験では実験方法 の項に述ベた様 に切,

出して30～50分 間R氏 液に浸 して後 の60分

間 に於 ける遊離K量 を比 較 した のであるか ら

第1表 の2行 目の60分 で あ る第1～5例 の

4例 に於け る左右 の差 の最 も大な るものに就

て,大 なる方 の少 なるものに対す る比を求 め

ると腓腹筋では第2例 の7.3:5.3で 約1.4,

縫工筋では同 じく第2例 の21.3:15.6で 同

じく約1.4倍 である.そ こで以下の実験に於

て も40%程 度 の動揺では遊離K量 の増減が

有 る とは云へない事 とな る.
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第1表　 Ringer氏 液 中で蛙 より剔出 した静止骨路 筋か ら

遊離す るKalium量(筋100gに つ き)

同一蛙の左右の脚の筋 を夫 々2cc Ringer氏 液に浸 し一定時間後 に次の2ccに 入れ換へ之 を繰返 す

G… …腓腹莇, S… …縫工筋

B 加圧刺戟に よる実験

加圧及 び対照に用ひ た 筋 は各3cc.のR氏

液を入れた小試験管中に波 して実験を行 ひ,

加 圧す る迄及び復圧後筋を取 出す操作は可及

的速か に行 つたが前後7分 を要 した.以 下に

示 した時間 は刺戟時間であつてR氏 液中に筋

を浸 して居 た時間 はそれに約7分 を加 へた も

のである.

1. 100気 圧加圧 の場 合

100気 圧加圧の筋肉 には肉眼的な変 化 は 全

く認 められなかつたので筋 の長 さは省畧 して

第2表 に成績を示 した.腓 腹筋に就て見 ると

遊離K量 は1例 のみ少 しく増加 した のではな

いか と思はれ る外対照 と変 りがある とは云へ
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ない.筋 の重量は10mg以 内の増加が見 られ

た.縫 工 筋に於て も同様 で遊離K量 には変化

が認 められない.然 も重 量 測定 で1mg程 度

は側 定誤差 であるので筋 の重量は不変 と認め

るべ きであ る.共 に筋短縮はな く,復 圧後電

気刺戟 に応 じた事 は勿論である.

第2表　 100気 圧, 60分 の作 用

2. 200気 圧加圧 の場合

腓腹筋の1例 では200気 圧に於 て既 に持続

短縮を来 した ものが有 り,復 圧後 筋の短縮 の

度を調 ベる と対照筋 の長 さが2.4cmで あるの

に圧 を加 へ た 筋 は1.7cmと な つ て居 た.而 し

て電気刺戟には全 く応 しな くなつ て居 り,重

量は20mgに 及ぶ増加を示 し,遊 離K量 は対

照筋 の3.1倍 と非常に増加 して居た.其 の他

の例は第3表 に見 られる如 く,腓 腹 筋の重量

が10mg以 上の増加 を来 した外は概 して100

気圧加圧 の場合 と似 た成績で,縫 工筋 の重量

には何等変化 が認め られず両者共遊離K量 の

増加は証 明されなかつた.

第3表　 200気 圧, 60分 の作 用

× 非常 な短縮が見 られた。

3. 300気 圧 加 圧 の場 合

第4表　 300気 圧, 60分 の 作 用

圧 の刺戟作用が殆 ど全例 に於 て明瞭に観察

出来 る.第4表 を見 ると2例 は 重量 増 加 が
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15mg以 下であつたが電気刺戟 には よ く反応

し筋の長 さに も余 り変 りがな く遊離K量 の増

加 も明瞭でな く200気 圧以下 の場 合と大 した

変 りが な い.然 し他 の2例 では18～30mg 重

量が増加 し電気刺戟には反応 しない ものもあ

り筋 の短縮 も起 つて居 り遊離K量 は2倍 か ら

3倍 となつている.又 縫工筋では300気 圧60

分 で重量が5mg程 度増加 し筋 は 総 て短縮 し

て居たが電気刺戟には大部分反応が見 られた.

遊離K量 は1例 のみ3倍 と非常に増加 してい

るが他の3例 では聯か増 えて居 るの斥 はない

か と思はれ る. 300気 圧では筋には刺戟作 用

のみならず筋に よつては既 に障害作 用を呈 し

て居 る事 を知 る事が出来 る.

4. 400気 圧加圧 の場合

第5表　 400気 圧 の 作 用

400気 圧 と云ふ高い圧は 筋 に とり閾 値を相

当越 えた圧 であるので60分 も作用せ しめる

と非常な影響を受けるのは当然 と考へ られ る.
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そ こで短い時間 の作 用を も調べて第5表 に示

した.腓 腹筋では作 用時間の長短にか ゝは ら

ず筋 の重量は25～35mg増 加 し筋 の短縮 の度

も著 しく電気刺戟 には殆 んど全例反応 しな く

なつて居た.一遊 離K量 は2～5倍 とな り時間

の長 い ものでは静止筋の5倍 と大増加 を来 し

た.唯1例 電気に未 だ少 し反応 がわつかに起

つた様 に見 えた筋では遊離K量 が殆 ん ど増 し

て居なかつた.概 して重量 の増加は時間 の長

短には無関係に早 くか ら増加 し遊離K量 は時

間が長 くな る程対照に比 して増加 の度 が大 と

なる様 な傾 向が 見える.次 に縫工筋に就 て見

ると筋 の重量は加圧時間 の短い ものも長 いも

の同様15mg迄 と非常 に増加を来 した.筋 の

短縮は加圧時間 の短 い ものが比較的その度 も

少な く電気刺戟に も反応す るが長時間 の作用

では短縮 の度 も大 とな り電気刺戟に も応 じな

くなつて居 る.遊 離K量 は10分 迄 では対照

と変 らないが時 間 が長 くなる と3～5倍 迄 と

大増加が起つている.

C. 電気刺戟 に よる実験

1. 間接刺戟 による場合

用ひた装 置は シャー レにパ ラフ ィンを満た

し約5c.c.入 る長方形 の池を平 行 に2個 作 り

両池間 の高所 の中央 に刺戟 電極 を装置 し,感

応 コイルに よるFaraday電 流を刺職電極 に導

いた.パ ラフィン池 に は3cc.のR氏 液 を 入

れその中に各 々坐骨神経を附 した腓腹筋及び

縫工筋を入れて神経は中央 の刺戟電極上 に置

き,乾 燥を防 ぐ為に湿綿で神経上を覆 つて電

気刺戟を行 つた.こ の場 合感応 コイルの綣軸

距離を漸次短 くしてゆ くと先づ腓腹筋が短縮

を起 しそれ よ り尚電流を強めてゆ くと始 めて

縫工 筋が短縮す る.そ こで縫工筋が充分短縮

を起す強い電流を用ひ, 10～20秒 電気刺戟 を

行ひ同 じ時間休み之を数回繰返 して此 の様 な

操作を1時 間 に5～7回 行つた.実 験 終 了後

は勿論中途か らも間接刺戟 には応 じな くなつ

たが直接刺戟 には全例 尚 よ く反応 した.筋 の

重量は神経其 の他が附着 しているので実験前

には測定せず終 了後切 断 して測定 した.

縫工筋は比較 的大 なる蛙 か ら取 つた1対 を

使用 し第6表 にその成績を示 した.筋 は相当

著 しい短縮を起 して居 るが上 に述 ベた様 に未

だ直接刺戟 には明瞭に短縮を認 める事が出来

る.遊 離K量 は弱い圧刺戟 に見 られた と同様

に増加は見 られず例へ増へているとして も高

い圧刺戟 に よる場合 の様 な増加は証明 されな

かつた.

第6表　 間接刺戟の作用

2. 直接刺戟に よる場 合

実験装 置は間接刺戟 に用ひた装置 と同様 に

シャー レにパ ラフィンを満 して中央 に中隔 の

あ る2個 の池を作 り,中 隔 には夫 々腓腹筋及

び2つ の縫工 筋を横たへる事 の出来 る様 な く

びれを作 り,筋 の中央 を此 の くびれに入れて

両房を遮断す る為 にワセ リンを以 て隙間 な く

塗つた.電 気刺戟にはFaraday電 流を以つて

し電極 には銀線を両房 の液中に露 出 して,間

接刺戟 を行つた と同様 の方法 で電気刺戟を行

つた. 3c.c.のR氏 液は両 房 に半 量ずつを入

れ実験終了後よく両房の液を混和して定量に

供した.

A. 閾値 より弱い電流による刺戟

腓腹筋に短縮が現はれぬ程度の弱い電流で
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刺戟 した ので縫工 筋に於て も勿論であるが肉

眠的には何等 の変化 も認め られない.そ こで

筋 の長 さの測定は省略 して第7表 に示 した.

遊離K量 に就 て見 る と稀 に対 照 に比 し高 々

1.4倍 程 度 になつているものがある位で一般

に増加 は認 められなかつたが筋の重量は唯単

に筋に電流が流れていたに過 ぎないのに既 に

腓 腹筋では5～10mg,縫 工 筋では5mg以 下の

増加が証 明 された.

第7表　 直接刺戟(閾 下)の 作用,

経過60分

B. 最大刺戟を越 えた電流 に よる刺戟

第8表 直接刺戟(最 大刺戟より強い電流)の 作用

縫工筋が強い短縮を起す電流で刺戟声癖ふ

と腓 腹筋 も勿論短縮 し実験終 了後には勿論中

途か らも殆 んど総 ての例 では電気刺戟 に反応

しな くなつて居た. 60分 では対 照 筋 に比 し

て著明な変化が認 めちれたので比較的短 い時

間 に就 て も行 つたが電気刺戟 の回数は勿論時

間に比例 して少 ない訳で ある.そ の成績は第

8表 に記 した.腓 腹筋では時間 の長短にか ゝ

は らず筋重量は25～45mgの 増加が認 め られ,

長 さの減 少 も相当著 しい ものがある.遊 離K

量は2.5～5倍 と非常 な増加 が証 明 されたが

時間の短い ものに於 て比較的少な く長い一方が

大 となつ ている.縫 工 筋 に 於て も同様 に20

分 の刺戟 のもの も, 60分 の もの同様重量が10

乃至30mg増 加 して居 り筋 の短 縮 の度 も著 し

い.遊 離K量 は刺戟40分 の1例 で未 だ電 気

刺戟に反応が 見られた ものでは増加 が認め ら
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れなかつた外は総 て実験終了後は電気刺戟 に

反応せず2.5～3.5倍 と大増 加 が認 あ られ る

が,や は り時間 の長 い もの程機 して遊離K量

の増加 の度 も夫で あつた.

Ⅴ 考 察

上記予備 実 験 と似 た実 験 をHorton9)が 行

つて居 る.縫 工 筋に就 て32分, 3時 間, 18時

間の各 々を定量 して筋100gに つ き320mgの

Kを 含 んで居 る として計算 して,最 初 の半時

間に約10%, 24時 間 を計算 して見る と20～

40%, 72時 間 に6回 取換へた ものでは70%

迄 を夫 ふ と述 べている.上 記実験成績は筋100

gのK含 量を340mgと して計 算 した.縫 工

筋に就て比べ ると最初 の30分 では5%, 60

分で10%と 低 い価を得 たが, 20時 間では37

%～52%平 均43%で 少 し高 くなつている.腓

腹筋では最初 の60分 迄 に約3%, 20時 間で

は14～20%平 均18%で あ り縫工筋に比 して

甚だ少ないが,腓 腹筋は重量 の割に表面積 が

少ないので内部 の筋纎維 及び纎維間隙 に存す

るKが 外部 に遊離するのが困難 な為当然少な

い と考へ られ る.

偖て加圧刺戟 の成績を見 ると300気 圧に於

て遊離K量 は腓腹筋の4例 中2例 には増加が

見られ るが,縫 工 筋の4例 中3例 は余 り増加

して居 ない.電 気刺戟 の場合に腓腹筋の閾値

の方が縫工 筋 よ りも低 い事実は既 に述 べた.

而 して又腓腹筋 の圧閾値は300気 圧前後のも

のが多 い.従 つて縫工 筋では測定装置 の関係

か ら圧閾値を調べ る事が出来 なかつたが,恐

らく圧刺戟 に於 て も閾値は腓腹筋 よ りも高い

もの と思はれる.次 に200気 圧 の作用で既 に

著 しい影響 が現 は れ て居 るものが有 る反面

300気 圧で も甚 だ しい変化 の現 はれて居ない

ものが見 られ る.此 の様 な差異に明 らかに筋

の圧閾値即 ち興奮性 の差異に帰 する事が出来

る.従 つて或 る筋 に とつての200気 圧 の作 用

は他 の筋に対す る300気 圧の作用 と等 しい事

が有 る訳で ある.此 の様 な観点に立つて圧作

用をその成績か ら3段 階 に分けて述べ ると,

1. 第1度 の弱い圧 作 用 の場 合:-唯 筋

の重量増加のみが見られる外肉眼的な変化も

遊離K量 の増加 も起 らない場合であつて,表

から計算すると重量増加は腓腹筋では3%程

度以下であ り圧が高い程増加の度も大である

(第2・3表).縫 工 筋では重量 の増加 が認め ら

れなかつたが,測 定誤差程度 の為証 明されな

かつたのか も知れない.

2. 第2度 の圧作用の場合:-筋 の重量増

加 の度は非常に増 し,圧 を去 つた後筋は少 し

短縮 して居 るが未 だ充分電気刺戟 に反応す る

能力を有 して居 り,遊 離K量 は殆 ど増加 して

居 ない場 合であ る.重 量増加 の度は腓腹筋で

は約5%(第4表 の2例),縫 工 笏では5～10

%で ある(第4表 及び第5表 の3例).

3. 第3度 の強い圧作用 の場 合:-筋 重量

増加 も著 し く,復 圧後 の短 縮 の 度 も甚 だし

い.而 して最早電気刺戟 に対 して反応する機

能を夫つ て居 り,甫 めて遊離K量 の著明な増

加が証 明される場 合であ る.重 量増力の 度は

腓腹筋では4～6%で あ り,縫 工 筋では5～10

%で 第2度 の圧作用の場合 と略 々同程度であ

る.又 筋短縮の度を計算 して見 ると腓腹筋で

は26%,縫 工筋では31%程 度であつた.

次 に電 気刺戟作用の場 合に就て見 ると,

間接刺戟 の場合:-最 大刺戟を起えた強い

電流 の為相当程度 の短縮が起つたが勿論直接

刺戟 には反応す る.而 して遊離K量 の増加 も

認 め られない.筋 重量の増加 は測定 しなかつ

たが後述 の理 由で当然増加 して居 ると思はれ

る.

閾下直接刺戟 の場 合:-腓 腹筋で3%,縫

工 筋で5%以 下 の重量増加が見 られ る外,外

観上に も遊離K量 に も変化が見 られ ない.

最大刺戟 を越 えた直接刺戟 の場 合:-筋 短

縮 の度は腓腹筋で26%,縫 工 筋では31%で,

遊離K量 の増加 も甚 だ しく,之 等 は大体第3

度 の圧作用の場合 と等 しいが,筋 重量 の増加

の度は腓腹筋では10%,縫 工 筋では20%程

度 と非常 に多 く,第3度 圧作 用の場 合の2倍

位 となつて居 る.

筋重量の増加 が若 し圧 に由つて半透膜 の透

過性が変 りイオンの交換又は侵入が起 るか水
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分が入つた とす ると,圧 を去 つた場 合半透膜

が障害 されぬ限 り比 較的速かに もとの状態に

返 り重量増加は証 明されぬ筈である. 200気

圧迄で未だ短縮の起 らない腓膜筋で も圧 を加

へ る と興奮 性が高 まり,圧 を去 る と旧に復す

る事を明 らかに したが18),後 に述べ るKの 場

合同様興奮 性充進 の際代謝が盛 とな り低分子

量 の物質 に分解 した為滲透圧が高 ま り,水 分

が入つた為 に重量増加が起つた ものであら う.

又 重量増加 の度は第2度 の圧作用 の場 合(よ

り強い圧で も短時 間 の作 用 の場 合 を も含 め

て)既 に最高 の値 を示 し第3度 の圧作 用の場

合 に も之以上 の増加は認 め られぬので,増 大

す る代謝 の過程は第2度 の圧作 用に於 て終了

す るもの と考へ られる.尚 電気刺戟 の場 合 と

比 べる と最大刺戟 を越 えた直接刺戟 の場 合に

は圧作 用の場 合の最大増加度 の2倍 に もなつ

て居 る.之 は何 に 由来 す るか 明らかでない

が,或 ひは電流 に由つて筋は初短縮弛緩を繰

返すに反 し圧 の場 合には同 し短縮状態を続け

る と云 ふ違 ひに由るのか もしれない.

電 気刺戟 に由つて筋か らKが 遊離す るか否

かに就 ては多 くの報 告 が 有 る. Neuschloss15)

Netter16)其 の他は筋の中には結合Kと 拡散性

Kと が同時に存在す る事を予 想 し, Ernstと

Fricker4)及 びReginster)17は 静 止 筋で はKの

大部分 は非拡散性 の結合Kで あ り,直 接及び

間接刺戟に よつて短縮 し,若 しくは熱 強直を

起 した筋で は非 拡 散 性 のKが イオ ン分解 さ

れて拡 散 性Kに 移 行 す る事 を 示 した.又

MitchellとWilson13), ErnstとScheffer2)

ErnstとCsucs3), MondとNetter14), Fenn

とCobb7)等 は蛙 筋を間接刺戟 した のでは認

むベ きKの 損失はないが,疲 労す る迄直接刺

戟す るとKを 失 ふ事 を証 明 した.殊 にErnst

とCsucs3)は 直接刺戟 に於け ると同程度に間

接刺戟に よつて も又興奮 に依つて もその第一

の生理 的な結 果 としてKとPO4と が イオ ン

化す るが,直 接刺戟に よる電流 の障害作用に

依つて甫 めて潅 流液中に出 ると述 べて居 る.

此 の観点 か らErnstとFricker5)は 直接 刺戟

に依 る障害作 用のかは りにCaを 含 まず且KCl

を0.3～0.5%に 高 めたRinger液 で潅流 した

処,間 接剌戟 の場合に もKの 損失を認め, K

損夫を起 させ るには何等か の障害作用の必要

な事を証 明 した.上 述実験成績 も亦 間接刺戟

では遊離Kが 増加 しなかつたが直接刺戟で完

全 に疲労 した筋に於 てのみK増 加が見 られた

事 は之等先 人の成績 とよ く一致 して居 る.加

庄実験に規て見 ると前 記第2度 の圧作用に由

り第3度 の強い圧作用の場 合 と同程度 の重量

増加が認 め られ るか ら,筋 肉内でK, PO4其

他 の拡散性移行過程が終 るに拘 らず遊離K量

の増加が証明 されぬので,第2度 の圧作用程

度では間接刺戟及び完全に疲労す る迄 に至 ら

ない直接刺戟同様 何等障害作用はない と云ふ

事 が出来 る.而 して第3度 の圧作 用の場 合は

直接刺戟 に依つて障害作用の現 はれた場合 と

同様 に遊離K量 の増加 も著 しいか ら,強 い圧

作用では筋に障害 を及ばす ものであ らう.

尚間接刺戟 によつ て も筋か らKが 出 るか否

かに就 てであるが,Schenk2), Ewig2)は 激 し

く動いて疲 労 した 人間 の血 中Kが 増 加 し

VerzarとSomogyi20)は 猫 で,東 島10)は 家兎

に就て坐骨神経刺戟後Plasma Kの 増加を報

告 して居 るが,剔 出蛙筋での上記実験成績で

は間接刺戟 では勿論,直 接剌戟及び圧刺戟 の

場合に も筋が全 く疲労 して しまふ迄遊離Kの

増加 は証 明 し得なかつた.

結局(B)の1, 2の 成績に よ り,筋 が未だ短

縮 しないが興奮性の 亢 す る100～200気 圧

加圧で筋形質膜の透過性の変化は証明 されな

い.の みならず加圧下筋が既に短縮 してい る

際で も同様であ るか ら,此 の成績 の示す処 で

は筋形質膜はKに 関す る限 り,圧 に よる透過

性が変 らないし,圧 による筋の興奮性 の亢進

乃至短縮過程 にKの 移動が与 らない と云ふ事

にな る.そ して間接電気刺戟に於 ける筋の短

縮 の場 合で も 〔(C)の1〕 Kの 移動が証明 さ

れない.或 は著者 の用ひた様なK移 動証 明法

で発見出来 ない移動 が存 し,そ れが有意義な

のか も知れない.
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Ⅵ 結 論

1. 腓腹筋及び縫 工 筋は100～400気 圧の

作用で次 の現象が 見 られた.

a) 弱い圧作用の場 合:-筋 は短縮せず

唯腓腹筋の重量が約3%増 加す る.

b) 中等度 の圧作 用の場 合:-腓 腹筋で

は5%,縫 工筋では5～10%重 量が増加 し,

筋は或程度短縮 す るが未 だ電気刺戟には よ

く反応 し,筋 か らの遊離K量 は増加 してい

ない.

c) 強い圧作用 の場 合:-筋 の重量増加

はb)と 同程度 であるが,短 縮の度は著 し

く電 気剌戟 には全 く反応せず,遊 離K量 は

静止 筋の5倍 に も及ぶ増加を示 す.

2. 電 流に由る間接剌戟 では遊離K量 の増

加 は起 らず,閾 下 の直接刺戟 では腓腹筋は3

%,縫 工筋は5%そ の重量増加 が見られた.

最大刺戟 を越 えた 直接 刺 戟 では腓腹筋は10

%,縫 工 筋は20%重 量が増加 した外c)項 同

様な結果を得 た.

3. 圧刺戟 を直接電気剌戟 と比 較す ると,

両者共強い剌戟 の場合は重量増加 の度が電気

剌戟 の場合 の1/2程 度で しかない と云 ふ差 違

があるが,筋 短縮 の程度及び筋を障害 して大

量 のKを 遊離せ しめ る点で両者 は似た作用を

筋 に及ばす.

4. 圧に因 る筋 の興奮過程に,筋 形質膜の

Kイ オンに関す る透過性変化が与 るとは証 明

されなかつた.又 圧 に由る筋の興奮性亢 進乃

至短縮過程にKの 移動 が関与す ることも確 認

出来なかつた.

擱筆するに当り終始御懇篤な御指導と御校閲を賜

つた恩師林教授に衷心から謝意を表する.
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